
⑸ 計算
物体に働く力はばねによる力のみで、これが向心力と
なっている。すなわち、
kx 0=m（L+x 0）ω2

∴（k－mω2）x0 = mLω2

∴ x0 =
mLω2

k－mω2

答　
mLω2

k－mω2

⑹ 答　
ma ′=m（L + x ）ω2 －k x

⑺ 計算
⑹で示した運動方程式は下記のように変形できる。
ma′=m（L + x ）ω2－k x

=－（k－mω2）x ＋mLω2

=－（k－mω2）（ 　 ）x－ mLω2

k－mω2 …①

この式をばねの運動方程式 ma′=－K（x－X）と対比す

ると振動中心が X= mLω2

k－mω2 となって、K=k－mω2 と

なったと読める。角速度は√ k
mで与えられるので、

ω′＝√ k
m = √k－mω2

m

答　

X= mLω2

k－mω2

　
ω′= √k－mω2

m

⑻ 計算

周期をTとすると t = 0で x = 0，t = T
4 で x = Xであるの

でそれぞれ x－X = Asin（ω′ t ＋δ）に代入すると、

－X=Asinδ…②

0 = Asin（ 　 ）ω′　　   ＋δT
4 = Asin（ 　 ）＋δT

4
2π
T

= Asin（ 　 ）＋δπ
2 = Acosδ…③　

③より cosδ = 0で、δ＝±π
2…③ ’ 

②に③ ’を代入して－X=Asin（　）±π
2 =±A

よってA=∓X=∓ mLω2

k－mω2 　ここで、A＞ 0より

A=X= mLω2

k－mω2 　これに対応するのはδ=－π
2 

よって単振動の式は、

x－ mLω2

k－mω2 =
mLω2

k－mω2 sin（ 　 ）ω′t－π
2 　

このグラフは「い」

答　
A＝ mLω2

k－mω2 　 グラフの記号　い

⑼ 計算

⑻より x = mLω2

k－mω2 1+sin｛ 　 ｝（ 　 ）ω′t－π
2

ここで、0 ≤ 1+sin（ 　 ）ω′t－π
2 ≤ 2 であるので、

0 ≤ x ≤ 2mLω2

k－mω2 であり、

x = 2mLω2

k－mω2 が最大値となる。

答　
2mLω2

k－mω2
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